５・６下　題材別カリキュラム
５・６下　題材別カリキュラム

	絵
	p.８-９　想像のつばさを広げて　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／想像したことから表す　　２～６

	目標
	心の中で思い浮かべたり，考えたりしている不思議な世界を想像し，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	心の中で思い浮かべたり，考えたりして新しい世界を想像し，表すことを楽しむ子ども。
	○教科書に掲載されている参考作品例を見て，どんな世界を想像したのか，友人と話し合い，表された世界のよさに気付く。

○心の中で思い浮かべたり，考えたりしている世界を想像して発表したり，アイデアスケッチをしたりして，かきたいものを思い浮かべる。

○想像した世界の形や色や様子について考え，表したいことに合わせて，表し方を工夫する。

○自分や友人の作品を見て，伝わってくる世界や表し方のよさについて感じたことを話し合う。
	教師：画用紙，色画用紙，段ボール，黄ボール紙，ボール紙，コンテ，液体粘土，ローラー など

児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	心の中で思い浮かべたり，考えたりしている不思議な世界を想像して表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて水彩絵の具を活用するとともに，前学年までの描画材についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，不思議な世界を想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に心の中に思い浮かべた不思議な世界を想像して表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：これまで使用してきた材料や用具を活用しながら，自分の想像したことを表現することの経験は，中学校美術全般へとつながっていく。児童の表現を肯定的に捉え，今後も自信をもって表現していけるようにしたい。


	造
	p.10-11　動きをとらえて形を見つけて　　材料や場所を基にして活動する／場所・環境を生かして

	～風をとらえて～　　２～６

	目標
	風が吹く場所を探し，どのように風を美しく見せるのかを考え，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，活動を工夫する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	見えないもの，捉えどころのないものでも関わり方や働きかけ方を工夫すれば手応えを得られることに面白さを感じ取る子ども。
	○風が吹いている場所を探し，その場所の特徴や，風の吹く様子を捉えて，どのようにして可視化するか方法を考える。

○身近な材料を使ったり，組み合わせたりしながら，風が見えるように工夫してつくる。

○活動場所や材料の特徴を生かしてつくられたもののよさや，風が流れる姿の美しさについて話し合う。
	教師・児童：セロハンテープ など

教師：PEテープ，養生シート，ミラーテープ，ひも，竹ぐし，棒材，カッターナイフ，カッターマット，ビニルテープ，粘着テープ など
児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	風の吹く場所を探して，材料や用具を活用しながら風を美しく見せるように活動するときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	活動に応じて養生シートやPEテープなどを活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，方法などを組み合わせたりするなどして，活動を工夫してつくっている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，風が通る場所や空間，風に揺れる材料の特徴を基に造形的な活動を思い付き，構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら，どのように活動するかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちのつくりだしたものの造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，つくり方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に風の吹く場所を探して，材料や用具を活用しながら風を美しく見えるようにつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｄ「自然愛護」「感動，畏敬の念」との関連が深い。風という見えないながらも存在する自然現象を造形的に捉えること，そのときの喜びや感動を道徳の学習へとつなげるようにしたい。


	～水をとらえて～　　２～４

	目標
	水の動きや一瞬の形を，どのように美しく捉えるのかを考え，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，活動を工夫する。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	見えないもの，捉えどころのないものでも関わり方や働きかけ方を工夫すれば手応えを得られることに面白さを感じ取る子ども。
	○教科書を見て，水が流れたり飛び散ったりする様子について興味をもち，水の姿を見えるようにする活動に関心をもつ。

○活動場所に移動し，水に触れたり動かしたりしながらグループで表現したい水の姿を考える。

○活動場所の様子も考え合わせながら，材料や用具の使い方を試して水の姿をつくる。

○水の特徴と場所の様子を生かして，つくりだされた水の姿のよさや美しさについて話し合う。
	教師・児童：水鉄砲（理科の学習で使用したものなど），色セロハン，セロハンテープ など

教師：バケツ，ひしゃく，ペットボトル，ボウル，プラカップ，じょうろ，養生シート，デジタルカメラ など

児童：はさみ，のり，タオル など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	水の特徴や場所を考え合わせながら，水を美しく見せるように活動するときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	活動に応じてペットボトルやプラカップ，養生シートなどを活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，方法などを組み合わせたりするなどして，活動を工夫してつくっている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，水が流れたり飛び散ったりする場所や空間，水を入れる材料の特徴を基に造形的な活動を思い付き，構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら，どのように活動するかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちのつくりだしたものの造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，つくり方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に水の特徴や場所を考え合わせながら，水を美しく見えるようにつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｄ「自然愛護」「感動，畏敬の念」との関連が深い。水という常に形が変化するものの一瞬の様子や変化する様子を造形的に捉えること，そのときの喜びや感動を道徳の学習へとつなげるようにしたい。


	立
	p.12-13　水の流れのように　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／粘土で　　４～８

	目標
	ガラスが溶けて流れる様子を想像しながら，焼き物にして表したい形を見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	まだ見ぬ状況を想像することに興味と意欲をもち，試しながら自分なりの方法を追求し実現させようとする子ども。
	○ガラス片やビー玉を添えて焼き締める焼き物について興味をもち，つくり方を知る。

○ガラスが溶けて流れ，溜まる様子を想像しながら，形を考えてつくる。

○ガラスの量や色を考えて置き，焼成する。

○作品を飾ったり，友人とお互いの作品を見合ったりして，形の工夫やよさを伝え合う。
	教師・児童：粘土板，新聞紙，雑巾 など

教師：焼成用粘土，ガラス片・ビー玉，かきべら，切り糸，のし棒，竹ぐし，割り箸，軍手 など

児童：粘土べら など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ガラスが溶けてできる水のような感じを生かして表すときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じてガラスを活用するとともに，前学年までの粘土や粘土べら，切り糸，かきべら，のし棒などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，水が流れる様子について感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的にガラスが溶けてできる水のような感じを生かして，焼き物に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：ガラスが流れたりたまったりすることを想像してつくることはＡ表現（２）ア（イ）につながっていく。


	絵
	p.14-15　わたしの大切な風景　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／生活経験から表す　　２～８

	目標
	日頃の生活の中にある自分にとって大切な風景を見たり思い浮かべたりしながら，そのときの様子や思いに合う形や色の特徴を捉え，工夫して絵に表すことを楽しむ。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具


	毎日の生活の中や身の回りにある大切なものに気付くとともに，それに思いを寄せたり自分を見つめたりする子ども。
	○自分の生活や身の回りを見つめ，大切な風景を思い浮かべる。

○思いが表れるように表し方を構想して，自分が大切に思う風景を表す。

○友人とお互いの作品を紹介し合い，感じたことや考えたことを伝え合う。
	教師：画用紙・色画用紙，コンテ・パステル など

児童：水彩用具一式，クレヨン・パス など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	自分にとっての大切な風景を，思いが表れるように工夫しながら絵に表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて水彩絵の具を活用するとともに前学年までの描画材についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，風景から感じたこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に自分にとって大切な風景を，思いが表れるように工夫しながら絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	学校行事等：卒業に向けてや他学年との交流，家庭・地域とのつながりなど，様々なことから主題を探すことができる。


	工
	p.16-17　くるくるクランク　　遊ぶもの・仕組みから思い付いたものをつくる　　６～８

	目標
	クランクの仕組みを生かして，動きのある面白いおもちゃなどを考え，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	仕組みを生かして面白いものをつくることに興味をもち，いろいろ試しながらつくることを楽しむ子ども。
	○クランクの仕組みを知り，つくる。

○仕組みを動かしながら表したいことを考える。

○材料や用具の使い方を工夫して表す。

○作品を動かして見合いながら，よさや面白さ，表現の工夫を味わい伝え合う。
	教師・児童：空き箱，身辺材 など

教師：針金，ペンチ，ラジオペンチ，色画用紙，ストロー，竹ぐし・竹ひご，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	クランクの仕組みを使って，楽しく動くものをつくるときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じて身辺材などを活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，仕組みを動かして感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，動かすなどして自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的にクランクの仕組みを使って，楽しく動くものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校技術：本題材での，仕組みづくりや，用具の扱いに慣れておくことはＡ「材料と加工の技術」へつながる。


	立
	p.18-19　光の形　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／様々な材料で

	
	～光のちょうこく～　　２～４

	目標
	メラミンスポンジに光を当てたり形を変えたりしながら表したいことを見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分で考え試しながら表現することを楽しみ，思いもよらない手応えにも意味や喜びを感じ取る子ども。
	○メラミンスポンジに光を当てたり，ストローに光を通したりして見え方のよさを味わいながら表したいことを考える。

○形を削ったり組み合わせたりして，表し方を工夫する。

○形の見え方を確かめながらつくる。

○できた形をみんなで展示して見るなどして，よさや美しさ，表現の工夫などを味わう。
	教師：メラミンスポンジ，LEDライト，ストロー，革用ポンチ，段ボールカッター，カッターマット，木工用接着剤 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	光を当てると美しく見える形をつくるときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じてメラミンスポンジを活用するとともに，前学年までの段ボールカッター，接着剤などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，スポンジに光を当てたり形を変えたりしながら感じたことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に光を当てると美しく見える形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	他の題材：５・６上p.48-49「わたしのいい形」との関連が深い。本題材でもパーツをつくって組み合わせるというだけではなく，塊を削りながら形をつくるということを意識させたい。

プログラミング教育：光をプログラムで制御し，その光の変化に合わせて表すことなども考えられる。

	～かがやく世界～　　４～６

	目標
	ストローやペットボトルに光を当てたり形を変えたりしながら表したいことを見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分で考え試しながら表現することを楽しみ，思いもよらない手応えにも意味や喜びを感じ取る子ども。
	○光を通す材料を集め，光を通すことで生まれる効果や特徴をつかむ。

○光り方を予想して美しく見える形を意図しながら，材料を組み合わせて形をつくる。

○できた形をみんなで展示して見るなどして，よさや美しさ，表現の工夫などを味わう。
	教師・児童：ストロー，ペットボトル など

教師：LEDライト，ペットボトルばさみ，カッターナイフ，カッターマット，化学接着剤，ホットボンド など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	光を当てると美しく見える形をつくるときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じてストローやペットボトルを活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，ストローやペットボトルに光を当てたり形を変えたりしながら感じたことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に光を当てると美しく見える形をつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	プログラミング教育：光をプログラムで制御し，その光の変化に合わせて表すことなども考えられる。


	工
	p.20-21　アミアミアミーゴ　　飾るもの・使えるものをつくる　　２～８

	目標
	使う様子を思い浮かべたり，ひもや紙を織ったり編んだり組んだりしながら表したいことを見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	生活の中で実際に使われている方法を使って，自分たちの生活で使えるものをつくることに喜びを感じ，生活を豊かにしようとする子ども。
	○教科書を参照しながら，織ったり編んだり組んだりするなどの技法を知り，生活の中で使いたいものを考える。

○つくりたいものに合うつくり方を選び，つくる順番などの計画を立てる。

○基本的なつくり方を理解し，それを基に形や色を工夫しながらつくる。

○自分や友人の作品のよいところや実際に使った感想などを話し合う。
	教師・児童：段ボール，毛糸 など

教師：色画用紙，紙バンド，紙ひも，針金，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤 など

児童：はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	ひもや紙などを使って織ったり編んだり組んだりして生活に使えるものをつくるときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じて，ひもや紙を活用するとともに，前学年までの木工用接着剤などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，織ったり編んだり組んだりして感じたことや，使う様子を想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じ，用途などを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，実際に使うなどして自分たちの作品や生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的にひもや紙などを使って織ったり編んだり組んだりして，生活に使えるものをつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：織る，編む，組むなどの技法を使って生活の中で使うものをつくる活動は，Ａ表現の「デザインや工芸などに表現する活動」へとつながっていく。


	絵
	p.22-23　墨で表す　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　２～４

	目標
	墨と水や用具を使ってできることを試しながら表したいことを見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	限られた材料や用具だけでも，豊かな表現ができることを楽しみ，試しながら表現を深めていくことに喜びを感じる子ども。
	○墨と水，いろいろな用具を使って，表現を試す。

○試したことを基に表したいことを考える。

○墨と水，用具などの使い方を工夫して表現を深める。

○友人とお互いの作品を見合いながら，工夫やよさを感じ取る。
	教師・児童：割り箸，新聞紙，雑巾 など

教師：和紙，刷毛，小皿，スポンジ，しゅろ縄 など

児童：墨，すずり，墨汁，筆，文珍，スポイト，筆洗 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	墨と水や用具を使って和紙に試しながら，思いを広げて表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じて墨を活用するとともに，前学年までの水や筆などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，墨でかいて感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に墨と水や用具を使って和紙に試しながら，思いを広げて絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｃ「伝統や文化の尊重，国や郷土を愛する態度」との関連が深い。墨という伝統的な材料に触れて感じたことなどから道徳の学習につなげたい。


	造
	p.24-25　ひらいてみると　　材料や場所を基にして活動する／材料を基にして　　２～６

	目標
	傘を開いたときの形や色，場所や空間の特徴から活動を思い付き，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，工夫して場所の様子をかえる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料の効果的な使い方をいろいろ試しながら身の回りに働きかけ，場所の変化を楽しんだり，自分たちの思いを形にしようとする子ども。
	○開いた傘で空間に働きかけて形づくる活動に興味をもつ。

○思い付いたことを試したり，表現を工夫したりして，傘を使った造形活動を展開しながら，自分たちのイメージを広げ，形にしていく。

○場所の変化や気に入ったところをデジタルカメラなどで撮影する。

○活動した場所や傘を元通りにし，写真を鑑賞する。
	教師・児童：不用になった傘，セロハンテープ など

教師：PEテープ，色紙，色セロハン，ビニルテープ，針金，ペンチ，ラジオペンチ，デジタルカメラ，共用の絵の具 など

児童：はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	開いた傘の形や色を生かして場所の様子を変化させるときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じて傘を活用するとともに，前学年までの水彩絵の具やPEテープ，針金などについての経験や技能を総合的に生かしたり，方法などを組み合わせたりするなどして，活動を工夫してつくっている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，傘の形や色，場所や空間などの特徴を基に造形的な活動を思い付き，構成したり周囲の様子を考え合わせたりしながら，どのように活動するかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちのつくりだしたものの造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，つくり方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に傘を開いたときの形や色から発想し，場所の様子を変化させる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：傘の形を生かしつつ場所の特徴を捉え様子や雰囲気を変える本活動は，Ａ表現の「デザインや工芸などに表す活動」での調和のとれた美しさなどを考えることにつながる。


	絵
	p.26-27　物語から広がる世界　　
感じたこと，想像したこと，見たことから表す／物語などから感じたこと，想像したことから表す　　４～８

	目標
	物語を味わい，雰囲気や感じ取った思いが伝わるように，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，画面の構成を考え，表現方法を工夫して絵に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	物語から広がるイメージを形や色で捉え，より深くその物語を味わい，新たな価値を見いだす子ども。
	○物語を読んで，感じたことや思い浮かんだことを小さな紙に簡単にかく。

○かいたことや読んで感じたことを基に表したいことや表し方を考えて表す。

○友人とお互いの作品を紹介し合い，どのようなことを表したのかを伝え合う。
	教師：画用紙・色画用紙・黄ボール紙，コンテ・パステル など

児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，色鉛筆，ペン など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	物語を読んで想像したことを絵に表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて水彩絵の具を活用するとともにクレヨン・パス，色鉛筆，コンテ・パステルなどについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，物語から感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に物語などを読んで想像したことを絵に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	国語：国語で読んだ物語を基に活動することもできる。文章を読んで自分なりの考えをまとめたり，思いを広げることは「〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ 読むこと（１）」にもつながる。


	立
	p.32-33　いっしゅんの形から　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す／粘土で　　４～６

	目標
	液体粘土で固めた布の形の美しさや面白さを感じ取り，見立てたり，形を生かしたりして，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，想像を広げて立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	対象の形をいろいろな方向から見ることで見え方の変化を知り，その面白さを見いだしてイメージを広げ，表現する楽しさを味わう子ども。
	○布に触れて，いろいろな形を見付ける。

○布に液体粘土をつけて，つるしたりねじったりするなどいろいろな形を試して，よいと思った形で固定する。

○固まった形をいろいろな向きから見て思い付いたことを表す。

○自分の作品を置きたい場所を探し，置いてデジタルカメラなどで撮影するなどし，紹介し合う。
	教師・児童：布，空き缶，ペットボトル，段ボール箱，洗濯ばさみ，ピンチハンガー，雑巾 など

教師：液体粘土，デジタルカメラ，クリップ，たこ糸 など

児童：水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	布を固めた形から想像を広げて立体に表すときの感覚や行為を通して，動き，バランスなどを理解している。
	表現方法に応じて液体粘土を活用するとともに，前学年までの水彩絵の具や布についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，布の形を変えたり固まった布の形をいろいろな向きから見たりして，感じたこと，想像したことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランスなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に液体粘土で布を固めた形から想像を広げて立体に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	外国語：外国語活動と同じく，ショー・アンド・テルの中で作品について伝えることが考えられる。単一の材料を使いながら表現が多様に生まれるので，こうした活動に向いていると考えられる。


	鑑
	p.34-35　筆あと研究所　　自分の作品や身近な美術作品などのよさや面白さ・美しさを感じ取る　　１～４

	目標
	美術作品の表現の工夫の一つである「筆あと」の特徴を捉え，作者の表現の意図や思いを感じ取り，よさや美しさを味わう。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	様々な美術作品の表現方法の違いや特徴によるよさや美しさを感じ取り，表現した人の思いや考えに思いを巡らせる子ども。
	○「筆あと」に特徴のある美術作品を見て，その表現方法の特徴や違いについて話し合う。

○筆あとをまねたり試したりしながら確かめる。

○確かめたことをさらに話し合い，改めて作品を見て，よさや美しさを味わう。
	教師：美術作品，ワークシート，画用紙，刷毛 など

児童：筆記用具，水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	「筆あと」に特徴のある美術作品を見るときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	
	
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，我が国や諸外国の親しみのある美術作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に「筆あと」に特徴のある美術作品を見て，表し方の違いを見付け，よさや美しさを味わう学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：筆あとの多様さに気付くことは，目標の（１）にある造形的な視点や，表現方法の創意工夫につながるだけでなく，（２）にもつながる。


	絵
	p.36-37　感じて 考えて　　材料や用具に触れながら思い付いたことを表す　　４～６

	目標
	体全体の感覚を働かせて材料や用具に触れて感じたことから表したいことを見付け，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，感じたこと，考えたことを往還しながら表し方を工夫して表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	材料などから得た感覚を基に自らの思いをもったり，思いを表すために材料などに働きかけたりすることを繰り返しながら，思いを深めて表現していく子ども。
	○体全体の感覚を働かせながら，材料に働きかけ，表したいことを考える。

○表したいことに合わせて材料や用具を活用し，働きかけて変化したことからさらに考えを深めて表現する。

○表現したものを見て題名を考える。

○友人とお互いに作品を見合いながら，表現の変化や工夫，感じたことなどを伝え合う。
	教師・児童：身辺材 など

教師：基底材（板材・厚紙・段ボール・画用紙・色画用紙など），液体粘土，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤 など

児童：はさみ，筆記用具 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	手と心を働かせて，いろいろな材料を使って表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，材質感の違い，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて身辺材や水彩絵の具を活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランス，材質感の違い，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，材料に触れて感じたことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランス，材質感の違い，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に手と心を働かせて，いろいろな材料を使って表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：材料に働きかけながら主題を見付けることは，中学校においても大切にする必要がある。本題材においても，じっくりと材料と対話をするようにしながら取り組むようにしたい。


	工
	p.38-39　１まいの板から　　飾るもの・使えるものをつくる　　６～８

	目標
	１枚の板材から，用途を考え，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，構造やつくり方を工夫して，生活の中で使えるものをつくる。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	つくったもので生活がより豊かになることを感じ，生活の中で使えるものを考え，積極的につくりだすことに意欲をもつ子ども。
	○生活の中で使うことができるように，目的や用途などを考え，つくりたいものを図に表すなどして計画を立てる。

○木取りをするなど，材料を有効に活用しながらつくる。

○思いに合わせて組み立てたり塗装したりする。

○できたものを実際に使うなどしてよさを味わう。
	教師・児童：定規，セロハンテープ など

教師：板材，のこぎり，電動糸のこぎり，金づち，釘，蝶番，木ねじ，ドライバー，きり，木工用接着剤，ニス・塗料，刷毛，さしがね，紙やすり，木工用やすり，ドレッサー，クランプ，万力，工作用紙，カッターナイフ，カッターマット など

児童：水彩用具一式，ペン，はさみ など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	生活を楽しく豊かにするものを，１枚の板から無駄のない使い方を考えてつくるときの感覚や行為を通して形や色などの造形的な特徴を理解している。
	表現方法に応じて電動糸のこぎりや塗料を活用するとともに，前学年までののこぎり，金づち，釘，水彩絵の具などの描画材などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもちながら，感じたこと，想像したこと，見たことから表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じ，用途などを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもちながら，実際に使うなどして自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に生活を楽しく豊かにするものを，１枚の板から無駄のない使い方を考えてつくる学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校技術：本題材での木取りや，材料の加工の経験がＡ「材料と加工の技術」につながる。


	鑑
	p.40-41　味わってみよう和の形　　自分の作品や身近な美術作品などのよさや面白さ・美しさを感じ取る　　１～４

	目標
	古くから親しまれてきた日本の美術に触れ，形や色などの造形的な特徴を捉えながら，そのよさや美しさ，表現の特徴を感じ取る。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	伝統の中にあるよさや美しさを感じ取り，それを受け継ぎ発展させていこうとする子ども。
	○生活の中にある「日本の美術」だと思うものを集めたり調べたりする。

○見たり実際に触れたりしながら，気付いたことを話し合い，よさや美しさを感じ取る。

○自分なりに捉えた特徴を基に簡単な根付をつくったり絵に表したりするなどして，感じたこと，考えたことを確かめる。
	教師・児童：和を感じるもの（茶碗，扇子，団扇，風鈴 など）

教師：参考図版，モニター，ワークシート など

児童：筆記用具 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	日本の美術に触れたり見たりするときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	
	
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，日本の美術作品や生活の中の造形などの造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に古くから生活の中で親しまれてきた日本の美術のよさや美しさを味わう学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	道徳：Ｃ「伝統や文化の尊重，国や郷土を愛する態度」との関連が深い。日本の伝統的な美術作品に触れ，そのよさや特徴を感じたことから，道徳の学習につなげたい。


	絵
	p.42-43　版から広がる世界　　版に表す　　４～８

	目標
	これまでの経験を生かし，自分の思いに合った版に表す技法を用いて，彫りや刷りの効果を確かめながら，形や色などの造形的な特徴を捉え，版に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分の思いに合った表現を見付け，試しながら表すことを楽しみ，何度も表現することに喜びを見いだす子ども。
	○版に表したいことを考え，これまでに学習した版づくりの経験を基に，どのような版表現にするか決める。

○選んだ版表現の手順を確認し，アイデアスケッチや下絵をかく。

○版をつくり刷る。思いに合わせて繰り返したりかき足したりする。

○友人とお互いの作品を紹介し合い，よさや表現の工夫を伝え合う。
	教師・児童：新聞紙 など

教師：版木・ゴム板・スチロール板など，版画用具一式，版画用紙，色画用紙 など

児童：彫刻刀，水彩用具一式 など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	自分の思いに合った版や刷り方を考えて表すときの感覚や行為を通して，動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて版画の用具を活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，奥行き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に自分の思いに合った版や刷り方を考えて表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	中学校美術：第１学年Ａ表現（１）ア（ア）「対象や事象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさ，想像したことなどを基に主題を生み出し，全体と部分の関係などを考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練ること」は，小学校における表現活動の積み重ねから生まれるものである。


	工
	p.44-45　ドリームプラン　　伝え合うものをつくる　　４～８

	目標
	楽しく幸せに過ごせる願いを込めた学校や町づくりの計画を，形や色などの造形的な特徴を捉えながら模型やイラスト，設計図などに表し方を工夫して表して，友人や学校に訪れた人に分かりやすくプレゼンテーションする。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	身近な社会や環境の課題に関わり，楽しく幸せに過ごしたいという願いを実現する方法を創造的に考え，行動しようとする子ども。
	○身近な社会の環境や問題について話し合ったことを基に，よりよい学校や町づくりへの思いを膨らませる。
○アイデアスケッチをしながら，よりよい学校や町づくりの計画を立てたり表現方法を考えたりする。

○身近な材料や今までに経験した方法を活用して，計画を模型や設計図などに表す。

○作品を基に思いや願い，考えたことについてプレゼンテーションを行う。
	教師・児童：空き箱，身辺材，セロハンテープ など

教師：紙粘土，針金，ペンチ，ラジオペンチ，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤，デジタルカメラ など

児童：水彩用具一式，ペン，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	願いを込めた学校や町づくりを計画し，表したり発表したりするときの感覚や行為を通して，形や色などの造形的な特徴を理解している。
	表現方法に応じて材料や用具を活用するとともに，前学年までの材料や用具についての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもちながら，環境や安全・安心などの社会の問題から感じたこと，想像したこと，見たこと，伝え合いたいことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に願いを込めた学校や町づくりを計画し，表したり発表したりする学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	社会・ＥＳＤ：環境や防災・安全，伝統・文化など社会科で学習した内容と合わせて考えることができる。よりよい学校生活や町づくりを自ら考え，模型などで具現化していく活動は社会科やＥＳＤとの連携につながる。

道徳：Ｃ「よりよい学校生活，集団生活の充実」との関連が深い。未来の学校や町について，社会の一員として考えたことや調べたことなどから，道徳の学習につなげたい。


	立
	p.46-47　 12年後のわたし　　感じたこと，想像したこと，見たことから表す／様々な材料で　　６～８

	目標
	未来の自分を想像し，自分が将来したいことなどを考え，材料や形のつくり方を工夫して，形や色などの造形的な特徴を捉え，夢や願いを込めて立体に表す。

	育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	主な材料・用具

	自分自身を見つめ，将来の自分について願いと希望をもち，想像力を発揮し試しながら，未来をつくっていこうとする子ども。
	○未来の自分がしたいことや様子などを思い浮かべたり話し合ったり調べたりする。

○表したい様子を考え，ポーズなどを考えながらつくる。
○材料や用具を活用して，周りの様子もつくる。

○作品を友人に見せて，将来の夢やしたいことをどのように表したのかを紹介し合う。
	教師・児童：身辺材，セロハンテープ など

教師：紙粘土，アルミ針金，ペンチ，ラジオペンチ，麻ひも，台木，金づち，ステープル，色画用紙，木工用接着剤 など

児童：水彩用具一式，はさみ，のり など

	評価規準の例

	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に
取り組む態度

	知識
	技能
	Ａ表現
	Ｂ鑑賞
	

	未来の自分を想像して表すときの感覚や行為を通して，動き，バランス，色の鮮やかさなどを理解している。
	表現方法に応じて針金やペンチを活用するとともに，前学年までの紙粘土や水彩絵の具などについての経験や技能を総合的に生かしたり，表現に適した方法などを組み合わせたりするなどして，表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。
	動き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，未来の自分の様子について感じたこと，想像したこと，見たことから，表したいことを見付け，形や色，材料の特徴，構成の美しさなどの感じなどを考えながら，どのように主題を表すかについて考えている。
	動き，バランス，色の鮮やかさなどを基に，自分のイメージをもちながら，自分たちの作品の造形的なよさや美しさ，表現の意図や特徴，表し方の変化などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方を深めている。
	つくりだす喜びを味わい主体的に未来の自分を想像して，ポーズや周りの様子も考えながら立体に表す学習活動に取り組もうとしている。

	関連
	ESD：自分の将来を肯定的に捉えて表現していくことを通して，関連を図ることができる。

道徳：Ａ「希望と勇気，努力と強い意志」との関連が深い。未来の自分を想像し，形にすることは，そのことを目指して努力しようという決意にもつながる。その点を踏まえながら，道徳の学習とつなげたい。
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